
今回の制作メンバーの身内には、人差し指を欠損した年配の方がお

り「めくる」「つまむ」事を苦手としている。しかし、現存する多くのカレ

ンダーには「めくる」という行為が伴い、その際どうしても指で紙を「つ

まむ」ことが必要となる。このことも「めくる以外の方法で扱いやすい

カレンダー」の開発動機となった。今回は、それらの行為を改善するた

め「手前に倒す構造」を採用。これにより紙をつまむ事なく容易に次

月に進めるようになった。また、上部にインデックス加工を用いること

で、目的の月にクイックに移動できる仕様とした。

卓上カレンダーは、少ない印刷面に対して日付とメモのスペースを扱

うため、日付が小さめのタイプが多い。その改善案として「玉部分」と

「メモスペース」を2面に分断。玉部分は数字を大きく扱え視認性が

向上、メモスペースは机と接するため、書きやすさにもつながってい

る。玉の部分には、縦のストライプ柄を採用し曜日単位でも視線が追

いやすいように配慮した。
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